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　試作開発した「位相シフト法によるカフなし連続血
圧計」をドイツの国際医療機器展示会「MEDICA」（平成
24年11月開催）へ出展しました。

　非侵襲で連続のカフなし血圧計は多くの医療機関か
ら求められ、市場規模も大きく、世界展開できる可能性
があります。

① 高機能型バイタルサインデバイスの研究・開発
　　都市エリア産学官連携促進事業から生まれた位
　相シフト法の技術を半導体レーザー素子（LED）や
　受光素子（Photo Diode, Photo Transistor）などの
　オプティカルデバイスに応用することによって、従来
　のドップラー法や光干渉法と全く異なる新しいセン
　サデバイスの開発を行いました。血流・血圧・呼吸の
　管理と、酸素飽和度・CO2ガスの検出が同時にでき
　るオプティカルデバイスの実用化を目指しました。

② 位相シフト法によるカフなし連続血圧計
　　救急医療、周産期医療や遠隔医療などからも待
　望されている新しいバイタルサインデバイスとして、
　血流や血圧を非侵襲に、且つリアルタイムに計測で
　きる基本回路の設計・開発を行い、モデル実験によ
　り検証し、カフ（圧迫帯）なし血圧計のプロトタイプ
　の開発に成功しました。

クラスター構想
　ふくしま医療―産業リエゾン支援拠点を活用し、一体型産学官連携による先端医療機器の共同研究開発や、
うつくしま次世代医療産業集積プロジェクトの展開による研究成果の事業化、地域企業の医療産業への新規参
入を促進します。これらにより、ものづくり産業の発展に貢献できるオープンイノベーション型の“世界をリード
する医療機器設計・製造ハブ拠点”形成を目指すとともに、震災からの地域製造業の産業復興、雇用促進に寄
与します。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

② 位相シフト法によるカフなし連続血圧計（試作品）

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…福島県医療福祉研究会
　　福島県薬事工業協会
学…会津大学、日本大学（工学部）
　　福島県立医科大学、福島大学
官…郡山地域テクノポリス推進機構
　　福島県産業振興センター、福島県　　
金…東邦銀行URL.http://fuku-semi.jp/iryou-pj/main/main_03_e.php
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ふくしま次世代医療産業集積クラスター

ふくしま地域

事業成果事業成果事業成果

　平成25年の静岡県医療機器生産金額は全国第１位
（3,739億円）、医薬品生産金額は全国第２位（6,208
億円）、それら合計金額は全国第1位（9,947億円）でし
た。ハンドクリームおよびデオドラント“ケア”シートの
製品売上増を目指した支援を行っていきます。

　肺がん腫瘍マーカーの市場規模は、平成22年は11
億円であり、患者数の増加、予後経過観察、治療選定に
よる需要増により、平成32年には20億円市場に成長
すると見込まれています。

① 血液検査によるがん早期発見技術の開発
　　新規腫瘍マーカーによるがんの血液診断法の開発に  
　おいて、タンパク性マーカーの開発を目指してプロテオ
　ミクス技術とがん細胞株の無血清培地培養法を組み合
　わせた新しい腫瘍マーカー探索基盤技術開発を行い、
　その研究成果として、小細胞肺がんに特異的なマーカー 
　Proneurotensin（ProNT）を開発し、複数の診断薬
　メーカーとアライアンスを組み、製品化に取り組んでい
　ます。現在、各メーカーの測定機器に適合したキット形
　体を開発中です。

② 看護師用ハンドクリーム
　　静岡県立静岡がんセンターで実施した血液検査によ
　るがん早期発見技術の開発におけるメタボロミクス研
　究技術を応用し、静岡がんセンターバラ園のバラの花
　びらのメタボロミクスを行い、本研究成果を用いて手
　荒対策に悩む看護師向けの高機能ハンドクリームを開
　発しました。

③ デオドラント“ケア”シート
　　がん患者は時に強い体臭を呈することがあり、これ
　を病臭といいます。がんにおける代謝物や揮発性成分
　の変化を探索する目的で、メタボロミクスやボラタイロ
　ミクスの手法を駆使し、子宮がん、乳がんの病臭成分
　分析を行いました。この病臭分析結果に基づいて、病
　臭のモデル臭を作製し、消臭効果を示す「デオドラン
　ト“ケア”シート」を考案し、その製品開発を行いました。

① 血液検査によるがん早期発見技術の開発
 （測定機器別キット形体の開発）

② 看護師用
　 ハンドクリーム

③ デオドラント
   “ケア”シート

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…アボットジャパン、シスメックス、
　　医学生物学研究所　ほか
学…国立遺伝学研究所、東京農工大学、
　　東京工業大学、静岡県立大学　ほか
官…静岡県立静岡がんセンター、
　　静岡県工業技術研究所　
　　沼津工業技術支援センター　ほかURL.http://www.fuji-pvc.jp

●グローバル型（グローバル拠点育成）（平成22年～24年度）

クラスター構想
　本事業は、ファルマバレープロジェクトの第２次及び第３次戦略計画の主要プロジェクトと位置付け、都市エリア
産学官連携促進事業で形成された産学官連携によるがん診療基盤技術の研究開発をさらに進め、静岡がん
センターの医療現場を分析・活用しながら、強力な“民産学官ネットワーク”のもとで、臨床研究、臨床試験、
さらには製品化、事業化を推進し、富士山麓地域にファルマバレー・メディカルクラスターを形成することを目
指します。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

富士山麓ファルマバレークラスター

富士山麓地域

事業成果事業成果事業成果

表示部
（最高血圧、最低血圧、ハートレート）

センサ部

① 高機能型バイタルサインデバイスの研究・開発
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